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　移植骨の優劣判定は，移植片の性質態様からも
大いに論議せられているが，しかし結局のところ
はやばり骨移植の実際の成績によって決めらるべ
きであろう。
　移植片のみに関するある特定の観点からの優劣
必すしも移植成否と並行しない事実が知られてV・
．る以上はなおさらである。
　古來多くの先輩の骨移植に関する報告は枚挙に
．V・とまなV・ほどであるが，同一ないし類似の実験
にお・いて往々同一ないし類似ならざる一甚だし
きは相矛盾する結果が報ぜられてV・る有様でこの
問題の難かしさを物語ってV・る。
　私はここに冷凍保存骨をrl］心・として，各種保存
骨の比較移植実瞼を行い，こめ問題の解明に寄面
するところ’あらんとした。
実験方法
実駿材料’＠H繊熟家兎を空氣栓塞にて屠殺直後無菌
的にその肋骨を切除し，i）有骨膜のままの新鮮なもの（新
鮮同種骨）、一ii）その肋骨を100℃，20分間煮1リ1！したもの（煮
沸骨），iii）予め＋5℃の冷藏庫にて冷却しておいた同じ家
兎のクエン酸ソーダ血漿旧家血漿）の中に12週問保存し
たもの（いわゆる冷・藏骨），iv）金属容器に納め一25。C冷凍
室内に1，2，4および12週問保存したもの（冷凍骨）を用
いた。勿論いずれも無蔚的操作の下t・C行った。
　実験要領；a）組織学的聴聞：　先ず，移植せんとする
骨片を胸壁牛部と内切i側牛＝部との二つに割っておく。次に
幽誠画家飛の脛骨前面に卯　茜5mm，長さ20　mm，深さ3血m
（骨髄陛へ紙一重の深さ）穂隻の骨皮質欠片を作り，この面
に上述の2分割した肋骨片のいずれか一片をその冊髄面が
合らようにして1号絹糸でこれを締結，骨膜・筋。筋膜i
皮膚と躍層縫合する。固定絢幣は施さない。その1｝・2，4，
6週後に膝関節離断により移植部の標本を得た。
　組織標本は10％フやルマリンra定，　aSNeフォ．ルマリン
脱灰，型の如く脱水の上，セルロイヂン切片をえてこれを
鏡検した。
　b）　レ線学的槍索：　前ttJJtの家兎群において，移植標本
探取に至るまでの期問のレ線撮影を行って状況奪観禦した。
なおその他，レ線検索のみを口的として若干の家兎につい
てもこれを行ったが，この場合の新鮮冊は白家肋骨を用い
た。
実験成績
A）組織学的所見
　a）新鮮骨同種移植群：i，移植後1週。　移植床にて
は骨髄は線維性となり内骨膜に骨憎殖の傾向が見られ，こ
れに比べると移露骨に接するところは骨新生を示す徴候は
極めて軽度であるに過ぎぬ。移植骨は骨細胞の核染性は大
牛失われ移植床1に近い方に核染性の失われたもの多く，遽
ざかるに從い艮好に保たれている。移植骨々髄には肉芽組
織および遊走細胞の侵入がみられる。
一M {論文の一部は昭和26年5刀19．H第2回，日木夕卜利学会北海道地方会に才b’いて発表した。
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　　ii）．移植後2週。　移擁床から旺盛な類皆組織形1戊が
見られ，しっかりした新生肉芽組織が移植片との旧を充た
しているが，骨梁形成にi至らず，移植床の骨髄は多分に繊
維性である。
　　iii）　移植後3週。　移植床の・腎髄は線維’1生に変化し，
移植側と反対の側にも骨の堀殖をみる。移植骨は核染性tt
失い叩く薄くなり，そオしと移植床をつなぐしっかりした肉
芽組織内には若明な骨梁形成をみる（第1図）。
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第1図新鮮骨移植後3週
　ivl移植後6週。　移植床の骨髄は隷維化が著明で，
移植側の冊皮質と移肝腎とは…皆明な新馬皆梁により連絡さ
れ，新生冊梁の四囲には類骨組織，肉芽組織の名残りがあ
るD
　b，煮沸骨同種移植轟：i）移植後1週・　移植床の‘腎
髄はすっかり線維化し，移植側と反対の側にも夕トおよび内
骨膜性朝増殖をみ，移植・fl，・の骨紬織の染色性は著しく低下
し，新生肉芽組織で母床と結合せられ，部分的には新生骨
梁十4この組織で連絡さオしている。
　　ii）移植後2週。　移植床の骨髄繊維化はさらに進み，
内および夕卜骨膜性・1矛i曾爾はさらに著明，移植骨の“fHl胞は染
色性を：失い，新生肉芽組織で結合されているが，このもの
は大郡分がしっかりした結合織を馴している。またその一
部は類骨組織と化しているが，】置目のものとちがい，骨
梁と連っているところはカ：い。移植床の内骨膜の骨梁はか
なり太くなっている。
　　iii）移植後4週。　移植側’と反対の側の内および外骨
膜性ならびに移植側の内骨膜性の骨梁坤｝殖はi圧盛で太さも
増しているが，移植側の外骨膜；性骨軽壷殖なく，問隙はまだ
「疎性結合織で充たざれているに過ぎない。移植骨は染色性
を失い，骨性癒合は一切見られず，かなり吸牧が進み，極
めて細くなっている。一般に煮洌冊では遊走細胞のIli現少
なく，異物反慮が比較的少な）・のは興味ある所見であっ
た（第2図1。
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第2図　煮沸骨移植後4週
　iv）移植後6週。　家兎死亡して検し得ず。
　c）冷凍1－250c）3日保存同種移植群：i♪移植後3日。
移植骨では一部石炭の兀免出がおこり始めているが，骨細胞
も骨膜系引船，筋紬胞もいずれも染色性を維持しているが，
移植骨からも移植床からも肉芽組織の増殖はほとんど認め
られない。
　　ii）　移枢磁心1週。　　無二血lllトは［吸収ごさオしはじめ，・皆系II田包
などは大工が染色性を失っている。骨膜および内骨膜は保
たれているが，骨髄には変性カミ甚だ強く，白血球浸潤が認
められる。移植骨そのものに直接した組織に白血球の死骸
がIIl隠しているが，こオしは移植骨の肋骨切除に際して附着
して來た搬器の変性屡死を示すものであろう。’
　　iii）移植後2週。　移植骨は変性に昭り，周囲を白血
球がとり巻き，その周辺の恐らくは翫に畑野された移植骨
の部位と思われる場所には類骨組織の梁が陳状をなして新
生し，かなり廣範に即ち移財部以下の領城までひろがって
いる。この新生綱状黙座組織の周嚇こはかなり厚い造骨細
胞の増殖部が肉芽組織となってとりまいている。憶床の内
骨膜にも上記の変化に対応する蔀に膏梁の増殖がみられ，
その内層・にはi置骨細胞による肉芽組織の形戒が晋忍められる。
　　iv）移植後4週。　この標本：では移植骨は断片的にし
か認められない。白血球が多量に浸潤して化膿を思わせる。
　　v）移植後6週。　移植骨の一郡に浦了禄1脚回禄組織
があり，その方に面し母床の骨膜に附加的に骨組織力｛｝ll來
ている。その周囲にも骨膜組織の増殖カミみられる。
　d）冷凍（一20。Cl　1遇保存同種移植騨；i｝移植後1遇。
移植床の骨髄は線維化し反対側1三は内骨膜性骨ま曾殖著明，
移植骨の骨髄内にしっかりした肉芽組織および新生骨梁が
侵入し，主として肉芽による蓮絡が完成している。移植骨
の染色性は低下している。
　　ii）移植後2週。　移村滑と移植床とは胡坐肉穿組織
でつながれ移槽1Ψの夕卜側にもしっかりした結合織が一州て
これを包み，移植骨の移植床に向けられた骨髄は著しい細
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胞並びに結合織の侵人をうけている。
　　iii）移植後4週。　移植骨は染色性を全く失っている。
移植骨と移植床とを浬ねる蔀分は梁｝伏彬造を有する類骨組
織並びにしっかりした結合織であって，いまだに完全に骨
性に癒噛している部分は少ない。新生骨梁の形成はむしろ，
移植骨の外側に著明で，ここでは糸の周囲に疎性結合織才di
よび白血球の浸潤が見らオしる他，甚だしく夕卜郡まで廣範な
非常にしっかりした骨梁綱を形成しているが，骨髄形戌は
いまだみられない。
　　iv）移植後6週D　骨髄の線維化は極めて著明で，移
植部とその反対側の骨梁形成も若明，移植骨と床の両者は
かなりしっかりしたi新生骨梁でつながれているが，ところ
によりしっかりした結合織の段階に止る部力｛まだみられる。
部分的に骨髄新生がみられる。
　e）冷凍（一25℃）2週保存同種移植群：i）移植後1週。
移非11滑は部分的に染色｛生を保有し，おびただしい冊膜性組
織の増殖をみる。母床の骨梁と移祉骨の冊髄との接触部は
極めて高度な骨梁形成を示した新生骨組織で占められそa）
岬辺にとくに上逃骨膜性組織。）増殖が著しい。な才凋二面の
内骨膜側にも比較1’1く1幼弱な類骨網織力｛君：しく肥厚した形で
拡がっており，蓋開部分のみならずそれに隣接した赫床の
内骨膜にもかなり廣範に及んでいる。
　　ii）　移荊血斥受2週。　移荊肛・F｝は消壁くなり染色，1生もf氏下し，
移指骨の両端は母床の骨膜から発育した骨膜性新生・『縣旺織
に連結ないし包み込まれている。この骨膜性新生．骨組糸i喪は
・彫梁構澁を有しているが，骨としてはまだ完威されていな
レ「、o
　　iii，移植後4週。　移植冊はますます薄く，慨床とは
骨膜性新生骨でしっかり漣結さオしているが，この新生骨は
しっかりした骨梁組織を有し，すでに一部は骨髄陛の）E　Jrk
を示している。2週でみられたいわゆるEndost　activer
Zustandはすでに鐘面している。
　f）冷凍（一20℃）2週保存同種移植群：i）移植後2週。
骨髄は線維性に変化し，移植側にも反対側にも内骨膜性骨
梁増殖が著明である。移植骨と測：床の問隙は肉芽組織の侵
入がみられ，このものが樹枝状に移植・胃・ll己1・髄側に侵賦して
いる。移植骨はすでに核染性を失っている。
　　iil移植後4週目　移植床の反対側に翻糸をめぐる組
曲浸潤をへだて，外骨膜性骨増夘「〔が著明で移植骨Jl’と北画
の間は冊床側よりかなり太い新骨梁がすでに一部と癒合し
ているのがみられる。移植冊の骨髄の笥‘はしっかりした結
合織でおきかえられ，その大部分が骨梁版剛列を，癒いし
は原始骨髄陛を形1茂し類骨組織化しているほかすでにしっ
かりし．た骨．梁で・r；」：床と男藪合している。
　　iii）移植後6週。　移植床の骨髄は完全な線維骨髄化
し，内冊膜性鑑識好〔は移植側にもその反対側にもみられる
が，移植側にやや強い。移植骨は染色性を失いかなり萎縮
し薄くなっているが床との問はすでに骨髄組織を有するし
っかりした骨梁で骨性に癒合するに至り，骨梁問には多く
の拡大せる血嘗より原始骨髄牒に至る種々の段階の変化を
みる。
　g）冷凍C－25℃）4遇保存同種移植轟：　この群は大都
分の標本がその製作途上失敗したが，その移植後4週のも
のについては，移植骨はi萎縮し細くなってい1（，その骨系IU胞
は全く核染性を失っているが，移植腎に面する母床の骨膜
組織が著しく増殖し，すでに骨梁を形凹しそのため母床の
骨組織は極めて；不規則に肥厚1している。同様のことが内骨
膜にもみらオしる。骨髄には造骨組織の増殖は殆ど見られず，
すでにEndost　．　ruhende　Zustandに至っているものと推
定された。
　h）冷凍（一20℃）12週保存同種移植群：i｝移植後1週。
移植床には著明な骨髄の線維化が起っていて，輪状配列を
有し一蔀すでに類骨組織化したしっかりした肉i芽組織が発
育している。
　　ii）移植後2週。　．移植床の骨には軽い内骨膜性骨辣噌
殖が見られる程度であるが，移植骨と母床との問を充填す
るしっかりした結合織は床側よりするヘマトキシリンに濃
染する石灰集で境された新生骨梁により侵入せられ移植骨
は染’色性を央っている。
　　iii）移植後4週。　移植床の骨にはかなりの夕下燃膜性
および内骨膜性骨増殖力｛みられ霜野の一小部分のみにみら
れる移植骨は膨大な丘陵状の新生骨梁形成のなかにとりこ，
められ，母床とこれにより畳性癒合をとげている。この類
骨組織の夕日側にはこれまた厚いしっかりした結合織がこれ
をつつみ，その境にはヘマトキシリンに濃染する石灰化集
がある（第3，4図1。
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第3図冷凍12週同種骨移植4週
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第4図　冷凍12週同種骨移植6週 第6図冷藏12週同種骨移植6週
鰻
　i）三無（＋5。C）12週保存同種移植群：i）移植後1遇。
移植床の骨皮質には軽い外骨膜’性肉芽紺織増殖力｛見られる
のみで，骨新生を思わせるところはない，移槽腎は核染性
を失い，その骨髄は移植冊の両端に近い1羅から高度な壊死
に隔り，骨新生の傾尚は移植片と母応の川には全く見当ら
ない。その仙の骨髄にも変性壊死が目立つ。
　　ii）移植後2週。　移棺床と娃床の間は疎性結合織1こ
充たされているが，ここにはそのほぼ全長にわたり母床側
よりする新生骨梁により侵入され，一端ではこれによりす
でに連維されている。移植骨はしかし核染性を失い著明な
変ll生を示し，ヴァンギーソン染色標本で特に著明に認めら
れた。慨床たる骨の移植側と反対の骨皮質に表面をそいだ
ような輝裂があるが，その間には結合織をみ，．高度に毒死
に隅つた白血球の浸潤．を認める。冊性癒合のない標本もあ
る。
　　iii）移植後4週。　移蛇骨と移植床とはその周辺で・は
新生‘冊梁で冊性に連絡しているが，骨髄のあった部分には
新生肉芽組織の侵入がみられるのみである1第5，6図）。
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第5図冷藏］2週同種骨移植4週
B）レ線学的所見
　a）新鮮自家骨移植群1図7．a）i～iv）：i）移植そ受1週。
軽い骨皮質の肥厚th　｛’移植部の母床およびその反対側に見ら
れるのみで，移植骨に隣接する骨皮質その他に著変を見な
い。
　　ii）移植後2週。　魔床の内骨膜性のtl’1・」’e“殖を示すと
思われる陰影がみられ，移植骨に接する骨皮質に僅かなが
ら移植片の方へ仲びる骨質を認めるほか，移植骨の石灰の
脱出が極めて軽微｝こ認められるG
　　iii）移植後4週v　移械郡の骨肥厚は顯著となり絹糸
に相当するところを残して強く皮質の」曾殖しるいるのがう
かがわオしる。
　　iv）移植後6週。　既に移牒腎は母床と紅藻癒合を完
成し1・2週に見られた移植・ドトと母床の穴隙はほとんど浩
失し，掛床の移1；il滑に接する部からの旧1盛な骨皮質増殖は
骨片になだらかに移行し，移植骨のある部は国二床上に出來
た丘陵；1犬の突出として認められる。一部石灰脱出のかなり
著しい部があるが全体としてよくその原形を止めている。
　b）煮沸骨同種移植群（図7．　b）i～iv）：　i）移植後1週。
新鮮自家冊と同様に，塗床の骨皮質とくに内骨tler，ltの反雁
・が極めて軽微にみられるほか，移捕腎の四囲にはなん等特
記すへこき変化を需忽めない。
　　iv　移植後2週。　すでに絹糸の部が孔として認めら
れるほど骨皮質の肥厚が起っている。骨片も明かに認めら
れる。
　　iii）移植後4週。　移植骨は殆ど吸牧されてその陰影
は認めにくい。著明な変化は母床よりの移植側および反対
側の内・外骨膜性の骨質の肥厚で，極めて高度である。
　　iv）移植後6週。　移植骨のあったと思われるところ
は全くその陰影を認めず，それに隣接する母床の外冊旗に
は，移植噂剥離された・胃ゆ膜からの修復性変化としての骨質
」重1｝殖が極めて顯著に認められ，移植骨の方へ伸びず牛円形
5巻3号 内海、一各種保存骨移植 191
の隆起として見られる。移植側と反対側の骨皮質はさらに
増殖し絹糸はすでにその内にとじこめられている。
　c）冷凍（一20℃）10週保存同種移植群1図7．c）i～iv）二
i）移植後1廻。　軽い母床の骨質肥1享，移植骨の幽く軽い
石灰脱出を猷るほか著変はない。
　　ii）移植後2週。　移植骨の石灰皿党出やや著明なほか，
とくに移植部の骨膜性冊増殖を思わせる陰影が認められる。
　価〉移植後4週。　移植片は嚴存し，母床の内外骨模
性肥厚著明，と．くに移植畳の接する都¢）外骨膜性骨組織の
僅かに移植骨の：方へ仙びているのが認められる。
　　iv）移植後6週。　上述の変化がかなりさらに著明と
なっているが，移植骨と母床の周隙はまだ大部分そのま．ま
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認め．られ母床側よりの柱；1犬の皮貿増殖が移植骨へ1前、い，そ
のためその面は鋸歯状を呈す。隣接部の外骨膜性骨増殖も
移植骨と連絡を形成するに至っていない。
　d）冷藏．（＋5DC）10週保存同種移植群（図7．　d♪i～iv）二
i）移植後1週。　前3者（a・b・e）と大同小異で特別に変っ
たところはな．い。
　　ii）移植後2週。移植骨の石灰脱失はa・c　Ilt　J＝りは
やや塘明で，．骨皮質も著明に非議化している。内夕卜骨膜性
反慮は移植側もその反対側もむしろやや旺んである。
　　iii）移瓶後4週。　移植骨の石灰脱失はさらに高度と
なっているが，移植骨に接する母床の外骨膜性骨増殖やや
著明，その反対側の骨皮質増殖も凹んである。母床の内骨
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膜性骨増殖を思わせる陰影が認められる。
　　iv）移植後6週。　移植骨はいまだにその存在はかな
り明かであるが，臨床との陶に隙間を有しその石灰沈署の
．充分でないところが多い。移植骨に対向する憶床面は凹凸
不整で，骨皮質の肥厚は内夕トともにますます著明である。
隣接する骨膜性骨増殖は割合少なく，移植骨をとりこむに
至っていない。
総括並びに考按
　骨移植の歴史は古く1682年のJob－Meekrenに始り，
次いでMeerem　C1809），　v．　Walther（1820），　B．　Heine
（1830），によって白下骨片移植が着手された1）。次いで1859
年OIIierが臨床的慮lllを試み，　Ponset（1887）これに続
いたが2），当噂はあまり活破ではなかった。
　1905年にはLexer：i）の白家骨片移植，骨釘11怨川等が発
表せられ，Henle（1910），　Albee（1911t－5）に至り自家・F卜
移植は漸くIl正となって來た1）。しかし白家骨移植にはその
移植成績そのものの優秀性にもかかわらず，幾多の欠点が
あり，殊にご童の手術侵襲と，随噂必要にして充分な骨片
を得るに必らずしも容易でない点が最大の難場1とされた。
爾來次第に少なくもこオしらの点を幾らかでも緩和する努力
がはらわオした。
　同種冊移植は1880年Macewenによって始めて成功を
みたが，次いでLexer（1925），　Gi11（1915，，　May　（1942）等
により業績は拡大された3）。
　またGallie＆Robe：　tson‘1919）3）の異種骨移植の試み
と煮沸骨移植の成功，Orell（1938）のos　novum，　os　purum，
光安1）の胚芽冊等の報告は，ますます骨移植の研究を刺戟
したものであった。
　しかし，同種骨を川いることによって二重の手術侵襲を
避け，またかなり多彙の移植骨を得るとしても，骨紺織目
体が24～48時間で壌死にll昌るものであるために，実際問
題として，随痔手術の必要に慮じ得るわけではないし，ま
たたまたま折角同種骨が用意されていてもそれを使用すべ
き患者のないためにみすみす捨てざるをえないこともある
わけで，そのために当然のことながらこれが保存に意がは
らわれるに至った。
　ところで骨組織を保存して移植せんとする試みは，すで
に古く1912年Carre14）が試みていたところなのである。
即ち彼は，色々の入体組織を低温で保存し，ことに今口の
冷藏保存骨に相当するものを2人のフランス入．に移植した
のである。骨の給源の事情で農く行われぬうちに白家骨の
研究が旺んになり，いっかその優秀さにかくされていたも
のであった。
　1942年に至りInclan2）は最初白川骨で2～40Cの低漁保
存を試み移植に成功，吹いで必然的に同種骨の低温保存に
発展した。水蛸では京府大の河村氏等5）・6）がこオしに先立っ
て1941年以來同様に低温保存骨（0～5℃）の需想をいだき，
閑談詳細な研究発表を続けてきた。1947年Wilson2）・4）は
冷凍保存同種骨移植の成功を報じ，以來骨移植の問題は同
種保存冊移植に集中された観がある。
　同種保存骨の保存方法は現花では，欧米でぽ專
ら一20～30。Cの冷凍法により．C一狽ﾎMerthio－
lateを使低してV・るようで，既に骨銀行の実現普
及をみている。本邦にては未だ骨銀行の発展に至
らないが，河村氏等の冷異骨や，昭和25年以來
わが胡馬で河邨敏授業tY：のもと（tC行ってきた冷凍
骨の研究りは既に充分の実駒的根拠を得，臨床的
に多数の症例に用V・て優秀な成績を挙げているの
である。
　同種保：存骨の有利な点は上蓮iしたように，患者
の手術侵襲が極めて軽減され，ために骨移植の熟
慮も黒まり，術後の安全度が増し，保存装置さえ
あれば随時充分な量の移植骨をえられるとごろに
あるが，その保存可能妙華に自ら制限：があり，か
つ使用に際し冷凍保存法で1まその融解に特別の注
惣を伴わねばならぬことなどが欠点である。
　さて私の移植実験を駈ると，新鮮な自家骨なV・
しi司胸骨に比べ，冷凍保存骨の骨，［生癒合はやや逞
れるが，煮沸骨等の恥骨とAzaく趣を異にし，長期
（12週）保存のものでは冷塗骨に比べても数段すぐ
れた成績であった。けだしこのことは，冷戴保存
法は環境変動度が緩徐で細胞に輿える1形響が直和
であるが，常に変性過程が進行するに対し，冷凍保
存法では環境変動度が急激で細胞・紅織等にかな
り弧い影響を囲えると推定されるが，しかも骨内
の一・切の生化学的機作の倥止による変性の停滞を
みるであろうことからも理解出來る。即ち，冷藏
法では短期岡保存骨とすれば冷凍骨よりは良い成
1）光安：骨移植（昭23）．
2）　Wilson：　J．　Bone　＆　Joint　Sui　g．　33B，　．”，O　l　（1951）．
5’）　Reynold：　J．　Bone　＆　Joint　Surg．　32－A，　2S3　（1950）．
4）　Herbert　et　al．：　J．　Bone　＆　Joint　Surg．　33－B　316
　（1　9，　51）．
5）　酒1∫イ寸：　　「i夕卜会誌　43，892　（lji｛17）．
6）　“（i，∫亦・1一・所岳亦寸：　　；1オ泣夕1・不：1一宝函　17，902　（昭．17）．
7）河邨・内海：i1整会誌25，ユ74（II召26）．
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績を期待し得るが長期lllj保存骨としては冷凍骨が
ぽるかに優秀であるといえるであろう。Reynold，
Wilson等の成績もほぼ一致してv・る。
　移植骨の癒合に骨膜・骨緻密質一1ヒ1髄のいすれ
の部分が重要であ1），また移植骨と．母床のいすれ
におV・て主役が演ぜられるかについては古來議論
の別れているところであるが，移植骨の骨膜ど1塵1’
髄の存在と，その生物学的刺戟の母床におよ1暮す
影響が重覗せられている。そして移植骨の活茄に
ついては，母床が主役を演づ“るのがほぼ一・致した
意見となりつつある。
　艮Vち，　Ollier（19Q7｝，　Heitz｛沁yer（1918），　Leriche一
’Polieard　（19．28），　Maeewen　（19．12i，　Phemister　（1930），
Campbell　（1939），　Ghormley，　Stuek　（1934），　Albee（1940），
Inclan（1942），’vilson“g47）4）などはどの移植片も死
に，新生冊がこれを置換するという見解をとっているが，
Axhausen　（1908一一9），　Mayer，　Welner　（1914），　Haas　（1914），
Brooks　（1914），　Phemister　（1914），　Ham　（1930），　Rohde
〔1925），Albee（1915）等は移植骨片のある部分が生存して
骨新生の一部に参劃すると信じていた。本邦では住田9）は
移植骨は適当な條件下では生存しうるとし，宮内9）は超生
し澁回するといい，　鈴木10）は新生骨で結局鷺換されるが
材料の給源として重要とし，河村・編上のは骨の生存を信じ，
斎藤11）はある程度の生存と泄骨を信じている。Herbert
（1951）9）は最近の論文で都分的な生存を信じ，　ある場合に
は全部が死に新生骨で羅手奥されるが，ある場合には部分的
に死にそれだけが置換をうけ，またある一部だけ置換され
他部はそのままとなり，さらにある場合には全く死ぬが生
氣の失せたまま睡換も妥けずそのままで残ることの4つの
揚合の可能性を推論しているのは興味がある。彼はほかに
子供の脊椎に移植した長い移植冊のレ線的経過から6箇刀
で完全に慨換を終ったことを観暴した。
　私の実験では新鮮自家骨の場合，6週で殆どそ
の骨性癒合を完成し，かつ移植骨の大部分は生存
を確認出來ぬまでもともかくそのまま残ってV・て，
なん等かの寄進を行った形跡があった。冷凍骨で
は，長期保存のものでは大休2遡の認れが見られ
るが，短期保存のものと大差なく，結局は自家骨
と同様の結末を得ると推定せられた。冷藏骨でぽ
長期保存のものでは冷凍骨よりさらに：骨性癒合が
遅れるようであるが，それでもかなり良好な成績
とV・えた。煮沸骨は県期に死滅吸牧されてしまっ
て，前3著と大v・にその模様を異にした。紅織像
からは前3者の移植骨ぽ早晩死するがごとくであ
るが，その生存如何は証明しがたいとしても，と
もかく良く骨質を残し，主として母1末の活動によ
りこれに同化されたと信ぜられる所見であった。
　骨の保存法は上述のごとく現在のところ冷凍法
と藍子法がその主なものであるが，冷鉢山では細
胞の生活ば完全に阻止されていなV、たゆ，長期保
存に至ると化学的にも組胞学的にもその新鮮度の
急速な低下をきたすのをまぬがれないが，冷凍法
では，注葱して冷却される時は細胞の破壌少なく，
使用に際し融解の曉には再び冷凍前と殆どIr司様の
鮮度を保有する骨が得られることは，私の本研究
第2．・3報に明かであるが，Gerbeyは冷凍に際し
急速にして早期に剋る氷結は紅織内の水分の早早
形成が小さく，從って細胞のそれによる破題が少
なくてすむことを指摘し，またかかる條件下には1
1724年Fabrerheiti2）の発見にかかわる過冷却と
いづi現敦が趙りうること，またBachrnetijeffi2）の
Anabiosisのlllこ態の可能性が含まれてV・ることも
麟書したが，これらは冷藏法に望み得ぬイf利な点
であり，かつ保存可能厨川の長1り｝にわたる可能性
を示唆してV・る。
結 論
　1）私は健康家兎の脛骨に幅5mm，長さ2cm，
深さ3mmの骨植を奮えてそこへ新鮮自家・新鮮
1司1／ifti・一20～一25。C　イ呆イr～令・7瀕こ1司利匡・0～5。C　イ呆イf二
長期冷藏同種・煮沸同種骨移植をそ了い，その成績
について比較検討した。
　2）新鮮骨は6週以内にその骨性癒合を完成す
るが，冷凍骨ではその短期（1・2・4週）保イ’のも
のでは殆どこれと遜色なく，長期（12週）保存の
ものでも大差なく，結局は同様の経過をたどる。
ただし冷凍骨では骨性癒合は約2週の遅れを示し
た。　冷感ユ2週のものではこれよりかなり遅れて
8）　仕田：　　Ii夕卜会誌、15，1150　‘大〕i三3）。
9）　争：・；CN：　　H夕1、会誌　18，47（大∬三6）．
10）鈴木：千葉医会誌3，463（大正14）．
U）斎藤lH整会誌26，244111召26），
J2）　谷）Il・秋場二　　～令膠藏σ）不ミト学　（rll）　485～499．（ll召26）．
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骨性癒合するのを認めた。煮沸骨はあまりにも挙
く吸牧されるきらいがあり，成績最も劣悪であっ
た。
　　3）煮沸骨をのぞく他の移植骨は．．いすれも糾1局
は・母床の新生骨により置換されるが，移植骨自身
は死ぬにもかかわらずその吸牧は徐々で，その骨
質はかなり長期にわたって存在をつづけ骨．癒合な
いし修復機縛になん等かの役割を：．演ずるかのごと
くであった。
　　4）自家骨より同種保存骨に推移する歴史的滑
革を考按した。冷凍法ぽ現在のとごろ，移植用骨
片の低温保存法としては最も優秀であ．ると思われ
る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ll召和28．10．12受付）
Summary
　　　Comparative　researches　were　conducted　histologically　and　radiol　ogically　on　the　fresh
authogenous，　the　homogenous，　the　leoiled，　and　the　preseived　rabbit　ribs　at　一20GC’，　＝一25“C
and十5⊂C，　which　were　transplanted　i．n　tibiae　of　rabbits．
　　　　The　results　were　as　follows　：
　　　　1，）　ln　fresh　bones　the　ossal　union　was　completed　within　6　weeks．，　lii　refrigerated
homogenous　bone　it　was　delayed　for　Qnly　a　little　while，　even　when　preserevd　for　a　long
term．　The　homogenous　grafts　cooled－preserved　at　十50C　for　a　long　term　showed　a　rnuch
more　delayed　union．　The　results　of　the　boiled　homogenous　bone　were　lowest，　being
absorbed　too　early．
　　　　2）　The　grafts，　with　the　exception　of　the　boiled　bone，　were　absorbed　and　replaced
by　the　hQst　in　the　process　of　so－called　“creeping　substitution”．　ln　this　process　it　was
suspected　that　they　were　stimulating　the　new　bone　proliferation．
　　　　3）　ln　conclusion　the　refrigerated　bone　is　the　best　of　all　the　preserved　bone　grafts
to－date．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　Oct．　12，　1953）
